
新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
７

６
９

回
 

 
 

 

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
・・ ・・
新
翔
高
等
学
校
生
徒
研
修

新
翔
高
等
学
校
生
徒
研
修

新
翔
高
等
学
校
生
徒
研
修

新
翔
高
等
学
校
生
徒
研
修
のの のの
下
見
下
見

下
見

下
見
とと とと

 

熊
野
修
験
春
峰
第
三
回

熊
野
修
験
春
峰
第
三
回

熊
野
修
験
春
峰
第
三
回

熊
野
修
験
春
峰
第
三
回

( 玉
置

山
玉

置
山

玉
置

山
玉

置
山

～～ ～～
前

鬼
前

鬼
前

鬼
前

鬼
) のの のの
事
前
荷
上
協
力

事
前
荷
上
協
力

事
前
荷
上
協
力

事
前
荷
上
協
力

 

 
 

◇
実

施
日

；
平

成
２

６
年

６
月

８
日

( 日
) ；

晴
 

◇
参

加
者

；
沖

﨑
沖

﨑
沖

﨑
沖

﨑
吉

信
、

畑
林

秀
味

、
 

辻
本

 
宏

( 新
宮

市
市

議
会

議
員

)  
 

野
間

 
清

( 新
翔

高
等

学
校

教
員

)  
 

 
 

計
４

名
。

 

 

去
る

５
月

１
６

日
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ

和
歌

山
放

送
局
・
夕

方
の
「

あ
す

の
Ｗ

Ａ
！

」

で
、

我
々

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

の
活

動
の

一
端

が
８

～
９

分
放

映
さ

れ
た

。
 

早
速

、
翌

日
近

所
の

方
や

山
仲

間
か

ら
又

、
久

し
く

会
っ

て
い

な
い

方
か

ら
も

電
話

を
頂

い
た

。
や

は
り

テ
レ

ビ
の

力
は

す
ご

い
と

実
感

。
 

・
ど

え
ら

い
こ

と
し

ー
や

る
ん

や
ね

 

・
な

か
な

か
男

前
に

映
っ

て
い

た
ど

 

・
場

所
は

ど
こ

、
い

つ
か

ら
や

っ
て

い
る

の
、

な
ど

な
ど

 

放
送

が
あ

っ
て

何
日

か
経

っ
て

、
新

翔
高

校
の

野
間

先
生

か
ら

建
築

科
の

ク
ラ

ブ
活

動
の

一
環

で
生

徒
に

も
体

験
さ

せ
た

い
、

ご
検

討
願

い
た

い
旨

の

電
話

が
あ

っ
た

。
 

そ
の

後
面

談
、

電
話

で
説

明
、

協
議

す
る

も
一

度
事

前
に

下
見

を
し

て
、

評
価

は
そ

の
後

と
な

っ
た

。
 

高
校

の
後

輩
で

市
議

の
辻

本
 

宏
氏

の
参

加
申

出
も

あ
り

、
今

週
( １

４

日
・
土

) 熊
野

修
験

が
行

仙
宿

利
用

の
為

、
事

前
荷

上
す

る
畑

林
君

を
加

え
４

名
で

本
日

の
行

事
と

な
っ

た
。

 

す
ば

ら
し

い
天

気
の

中
、

各
々

が
各

１
０

㎏
強

の
１

斗
缶

を
背

に
小

屋
へ

。
 

荷
上

初
体

験
の

辻
本

、
野

間
の

両
氏

も
少

々
バ

テ
気

味
も

、
予

定
の

１
時

間
で

行
仙

宿
小

屋
に

到
着

す
る

。
 

行
者

堂
、

行
仙

宿
小

屋
、

管
理

棟
を

案
内

し
、

そ
の

建
築

経
緯

や
玉

岡
前

代
表

の
苦

労
話

な
ど

を
さ

せ
て

も
ら

っ
た

。
 

畑
林

君
を

残
し

３
人

で
行

仙
岳

へ
。

今
歩

い
て

い
る

道
が

世
界

遺
産

の
奥

駈
道

な
ん

で
す

か
と

、
興

味
津

々
の

ご
様

子
で

あ
っ

た
。

 

小
屋

へ
戻

り
昼

食
・

雑
談

と
１

４
時

前
迄

小
屋

に
滞

在
。

 

先
生

と
「

７
月

中
旬

頃
、
薪

割
り

、
間

伐
材

の
皮

む
き

、
水

汲
み

の
体

験
。

参
加

生
徒

は
２

～
３

人
位

」
と

の
話

に
な

っ
た

。
 

翌
日

、
野

間
先

生
か

ら
電

話
が
入

り
、

１
４

日
の

熊
野

修
験

の
行

仙
宿

宿

泊
時

の
荷

上
も

生
徒

と
参

加
し

た
い

と
申

出
を

い
た
だ

い
た

。
 

熊
野

修
験

・
担
当
責
任

者
の

山
上

さ
ん

に
連
絡

、
あ

り
が

た
い

と
の

事
。

又
、

Ｎ
Ｈ

Ｋ
も

生
徒

に
よ

る
荷

上
と

行
仙

宿
、
持

経
宿

の
接
待

を
取

材
検

討

中
の
連
絡

が
あ

っ
た

( １
１

日
現

在
未

定
) 。

 

尚
、

６
月

７
日

( 土
) 池
郷

林
道

下
見

の
結
果

、
通

行
可
能

を
確
認

し
た

。
 

ゲ
ー
ト

迄
２

０
分

、
ゲ

ー
ト

か
ら
持

経
宿

迄
２

０
分

。
計
約

４
０

分
の
イ

メ
ー
ジ

で
す

。
落
石

・
落
木

が
あ

り
、
ジ
ョ

レ
ン

・
鋸

は
必
携

で
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 記
 
沖
﨑

) 


